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A CASE OF EMPHYSEMATOUS PYELONEPHRITIS COMBINED 
   WITH XANTHOGRANULOMATOUS PYELONEPHRITIS
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                       Noboru MORITA 
            From the Department of UrologyNara Medical University
   A case of emphysematous pyelonephritis, xanthogranulomatous pyelonephritis histologically, 
is reported. 
   A 49-year-old female patient was referred to our department from the department of internal 
medicine because abdominal ultrasonography demonstrated left renal swelling with gas echo. 
Computed tomographic scan showed much emphysema in the left kidney. Although aggressive 
treatment with broad spectrum antibiotics and immunoglobulin had been performed, subfever 
and left lumbago continued. Thereafter, she underwent left nephrectomy, and histological 
findings revealed xanthogranulomatous pyelonephritis. In the Japanease literature 27 cases 
of emphysematous pyelonephritis have been reported. Many cases are in middle-aged females 
and 85% of these cases complicated with diabetes mellitus. E. coli and Klebsiella was the main 
causative organism. The mortality of this disease was 26%. This report is the first case combined 
with xanthogranulomatous pyelonephritis in Japan. We recommend adequate chemotherapy and 
timely surgical treatment for good results. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 295-300, 1989)
























































































































CRP陽 性,血 清 α一グロブリンの高値が認められ,
強い炎症所見を示 したが,BUN15.2mg/dl,CrO.4
mg/dlと正常値であった.ま た,尿 所見では膿尿を











られた,腎 内には,腎 孟と腎実質に一致 してガス像が






































コントロールす るこ とがで きた.左 腎病変に対 して
は,USに て経時的な変化を観察 した.そ の結果 約
3週間後には内部ガス像は消失したが,な お腎孟拡張
と内部のmassエコーの残存が認められた.1987年1














































気 腫 性 腎 孟 腎炎 はKellyら1)の報 告 以来,欧 米 で
は70例以 上 を数 え るが,本 邦 で は黒 田 ら2)の報告 以来
自験 例 を 含 め27例報 告 され て い るに す ぎず,き わ め て
稀 な 疾 患 で あ る.ま た,本 症 は 腎孟 や 腎 実 質,さ らに
腎周 囲 組 織 まで が広 範 に 強 い炎 症 や 壊 死 を 起 こ して ガ
スを 発 生 す る 重 篤 な 化膿 性 疾 患 で あ り,死 亡 率 も高
い.
本 症 の 定 義 や分 類 に は い まだ 確 定 し た も の は な い
が,Turmanら3)が広 範 な 壊 死 を 呈す る もの と,感 染
性 水 腎 症 に み られ る もの とに 分類 して い る.近 年 で は






種 の病 期 に 分 類 して い る.最 近 で は この分 類 を 参 考 に
す る文 献 も多 い が5・6),これ らの 病 期 と,予 後 とは 必
ず し も相 関 せ ず の む しろ 腎機 能 や そ の 他 の合 併 症 の 程
度 に 左右 され る よ うで あ る,本 邦 例 のBUNお よび
Crの 初 回検 査 時 の値 を,死 亡 群 と生存 群 で比 較 す る
と,そ れ ぞれ の 平 均 値 は 死亡 群 で はBUN89.2mg/
dl,Cr4.2mg/dl,生存 群 で は36.4mg/dl,1.6mg/
dlと死 亡 群 に お い て 高 値 を示 して い た が,自 験 例 は
BUN15.2mg/dl,CrO.4mg/Cl1と正 常値 で あ った.
発 生 原因 に つ い て は 現 在 の と こ ろ確 定 した もの は な












































が,ち なみに診断にUSも 用いた報告例は2例 と少
ない.自験例のごとく腎内にガスがある場合は容易に
発見しうるので,USは 従来の腎膀胱単純撮影と同様






































































































2)黒 田 治 朗,岩 佐 賢 二,紺 屋 博 暉,池 知 俊 典,山 田








5)村 中 幸 二,河 原 優,鈴 木 裕 志,中 村 直 博,米 田
尚 生,岡 野 学,秋 野 裕 信,磯 松 幸 成,蟹 本 雄 右
清 水 保 夫,河 田 幸 道=気 腫 性 腎 孟 腎 炎 の2例.泌
尿 紀 要33=243-250,1987
6)滝 川 浩,金 山 博 臣,川 西 泰 夫,香 川 征:気 腫























13)小野 百 合,織 田一 昭,向 井 朗,中 川 昌 一=ス テ
ロイ ド治 療 中 に,糖 尿 病 性 昏 睡,Disseminated
IntravascularCoagulation,敗血 症 に て 発 症 し












17)川嶋 秀 紀,坂 本 亘,西 島高 明,谷 沢 伸 一,生 野
善 康,新 田 貢t気 腫 性 腎 孟 腎炎 の1例.臨 泌
41=319-321,1987
18)井関 達 男,西 山 茂 晴,仲 谷達 也,岩 井 省三,安 本
亮 二,西 尾 正 一,南 川正 信,船 井勝 七,辻 田正
昭,河 西 宏 信:気 腫性 腎 孟 腎炎 の2例.泌 尿紀 要
26:1399-1403,1980
19)沖永 陽 一,山 田 勤,栗 田哲 司,大 木 康 雄,松 尾
武 文:糖 尿 病 に 伴 った 両 側 気 腫 性 腎 孟 腎 炎 の1
例.日 老 医 会誌22=360-364,1985
20)松沢 裕 一,宮 田 道夫,関 口忠 司,天 目純 生,若 杉
尋,森 岡 恭 彦,小 林 誠 一,米 瀬 泰 行=Xanthor






22)斉藤 康,永 友 和 之,長 田 幸 夫:幼 児黄 色 肉 芽腫
性 腎孟 腎 炎 の1例.西 日泌 尿44=147-150,1982
23)SandlerCM.FoucarEandToombsBD・:
Xanthogranulomatouspyelonephrhiswith
air-COntainingintrarenalabsCeSSeS.U.rOlRa-
dio:2:113-116,1980
(1988年2月19日受 付)
